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　西予市三瓶町沖の海域は、典型的リアス式の地形

でシラス等の餌が豊富なうえ、豊後水道の潮流にも

恵まれ、海図によると「奥地湾」と呼ばれている。

このような好条件の海域で生まれ育った「瀬付きア

ジ」（漁礁に生まれ育ったアジ）は、黄金に輝き、

脂のノリ、身の締りが良く絶妙なバランスの肉質を

持ち、特に一本釣りで獲れたアジは、愛媛県内のみ

ならず築地魚河岸をはじめ国内・海外の「ミシュラ

ンガイドブック2008」で星を獲得した料亭を含む

一流料理店で“究極の逸品”として高く評価されて

おり、関アジ・岬アジに匹敵する品質と味を持ち合

わせている。この「奥地あじ」を活用した地元三瓶

町の郷土料理の代表格である「あじめし（ひゅうが

飯）」の商品化に着目し、埋もれる郷土の食材を発

掘し全国に発信するという「郷土産品ビジネス事業」

を展開するものである。

　「あじめし（ひゅうが飯）」は日本テレビの“ザ！

鉄腕！DASH！！”の中の「ソーラーカーの旅」に

レギュラー出演していたTOKIOの国分太一氏が“一

番旨かったご飯”として紹介し、火を一切使わない

昔の漁師たちが材料の良さを活かそうと自然に編み

出された所謂「まかない料理」である。郷土に伝わ

る昔ながらの味と姿や、他にない物語をアピールし、

魚離れ防止と魚食推進により新たな市場を創造する

ものである。現在までに試行錯誤を重ねた結果“郷

土の味をそのままで”というコンセプトのもと試作

品が完成し、「潮彩館」等での試食等テストマーケ

ティングを実施し市場導入を目指すものである。

●事業概要

試作品「あじめし（ひゅうが飯）」厳選された「瀬付きアジ」原材料等

　①　財務面での現状分析による経営課題の〔気づき〕と解決策

　②　施設整備事業における資金計画（資金調達方法）および損益計画（収支シミュレーション）の妥当性

　③　異業種との事業連携（事業マッチング）と売れる商品づくり

　④　パートナー金融機関提出用「新事業計画書」立案へのブラッシュアップ

１．二次加工施設整備に対する事業計画策定支援

■拠点の具体的な支援内容

株式会社 マルウ水産
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　⑤　先発水産加工事業所の加工施設等現地視察による経営ノウハウと情報の収集

　①　県中小企業団体中央会主催「えひメッセ2009商品評価会」出展による販路拡大推進

　② 　県主催「中小企業ふるさと資源活用支援事業」選定による「地域産業資源活用事業計画」認定に向け

たアドバイス

　③　県主催「農商工ビジネスチャレンジプラン」活用による地域活性化グループとの連携

　①　地元の食品加工メーカーとの技術連携

　②　地元の食品製造メーカーとの事業連携

　③　一本釣り師との組織連携（「マルウ船団」の組織化）

　①　「地域産業資源活用事業」認定申請

　　 　平成21年11月27日に実施された「中小企業ふるさと資源活用支援事業」で、アドバイザーである中

小企業基盤整備機構・四国支部および四国経済産業局より当拠点が推薦した「ビジネスプラン」に対し

て高い評価を受け、平成22年度の「地域産業資源活用事業」認定申請に向けた事業計画策定および認

定申請をする運びとなり、計画実現への支援を行う方針である。

　②　地元異業種等との連携

　　 　地元の食品加工製造メーカー・農水産業者・地域活性化グループおよび「Teamえびす」のパートナー

機関等との連携を強化し、地域ぐるみで取り組むことで地域力向上への支援を行う方針である。

３．関係事業所との連携

４．今後の取組み方針

２．関係公的支援事業の提案

ー「愛媛産には愛がある。」は愛媛の農林水産物統一のキャッチフレーズです ー
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　私共は、漁師さんとともに歩む仲買人として、消

費者の昨今の魚離れや生産者である漁師さんを直撃

している現状（デフレによる魚価の低迷でのシワ寄

せ）を打破する方法はないものか模索していました。

幸いな事に地域力連携拠点事業の応援コーディネー

ターである佐伯賢一氏に出会い、現状や対策等につ

いてご相談をしたところ、数々のご指導や支援を受

けることができ、私共だけでは成し得なかった新た

な方向性や手法・当社の目標等を明確にする事が出

来ました。

　今後、地域の特性を活かした商品創りをすること

が、この地域のそして水産業の発展に繋がっていけ

ば幸いに思います。今後ともご指導頂きますよう宜

しくお願い申し上げます……感謝しつつ。

　今回の支援事業は、

Teamえびす支援事業遂

行に係る関連機関である

南予地方局・八幡浜支局

の「地域資源活用PR担

当」からの情報に基づき

取り組んだ支援事例であ

ります。

　支援先の代表者は全くの異業種から脱サラによ

り第三代目として鮮魚小売事業の承継を果たし、

承継後は思い切った業態転換を図られました。持

ち前の営業力を発揮し大手スーパーや一流料理店

等販路も順調に拡大させる一方、地元水産資源の

品質を高め、商標権等の取得や地域を元気にしよ

うとされています。そして、若者への雇用の場の

提供等、常に“地域を何とかしよう”とするひたむ

きな企業努力に共感を覚えるところであります。

　本事業計画の核である「郷土料理の商品化」・「水

産加工施設の整備」・「地域産業資源活用事業の認

定」の実現を目指し、当社が標榜する経営力と地

域力の向上に貢献できるよう微力ながら支援する

方針です。

●拠点を利用した事業者の声

応援コーディネーター

佐伯　賢一

S t a f f  v o i c e 支援に携わったスタッフの声

代表取締役　宇都宮一彦

株式会社 マルウ水産
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